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第２章  国土交通省の取り組み 

 

１  国土交通省大臣官房とりまとめ分実施事業について 

 

１－１ ＧＩＳ社会を支える電子基準点のリアルタイム測位サービスのための体制整備 

 

国土地理院では、各種測量の基準点として利用するため、また、地震予知、火山噴火予知の調

査研究のための広域地殻変動監視を目的として全国に25㎞間隔でGPS連続観測を行う電子基準点

を設置している。すべての電子基準点データ（毎 30 秒取得）は国土地理院にある中央局に集めら

れ、毎日解析処理が行われている。 

近年、GPSを利用してリアルタイムに位置を測定するRTK－GPS（リアルタイムキネマテックGPS）

が開発され実用的に使用できるようになった。このため電子基準点を RTK－GPS 可能なように毎秒

データが取得できるように改造し、毎秒データを中央局に常時転送するとともに、ユーザーに様々

な媒体を通じて提供できるようにすれば、誰でもリアルタイムに高精度の位置情報を取得するこ

とが可能になり、GIS 社会に大きく寄与するものとなることが考えられる。 

平成 14 年度は、全国 947 カ所に整備している電子基準点について、1200 カ所に増設するとと

もに、受信したデータを中央局にリアルタイムで常時送るためのシステムの整備を進めている。 

また、平成 14 年５月から関東・中京・京阪神地域等の大都市を中心として、リアルタイム化の

改造が完了した 200 点の電子基準点のリアルタイムデータの提供を開始した。 

電子基準点のリアルタイムデータの提供は、国土地理院から配信機関へのリアルタイムデータ

の提供と配信機関から位置情報サービス事業者へのリアルタイムデータの配信を通じて行われる。

位置情報サービス事業者は、リアルタイムに高精度で位置を求めたいユーザーに対して仮想基準

点方式等による位置情報の提供を行う。 

電子基準点のリアルタイムデータ提供により、電子基準点を利用して、１センチメートル程度

の精度でリアルタイムに位置情報を提供するサービスが可能になる。正確な位置を容易に求める

ことが可能になることから、測量分野における大幅な効率化や位置情報分野（ITS、カーナビ、GIS

等）における新産業創出等が期待されるなど、民間からも大きな期待が寄せられている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-1-2 データ提供の流れ 
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図 2-1-2 平成 14 年５月からリアルタイムデータ提供を開始した電子基準点 
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